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【不退転の決意で2期日のス中書ト】
1期4年間の活動を通じて皆様方から多くのご指導ご支援をいただき、立候補する

ことができ、 1〇月21目執行の黒部市議会議員選挙(こおいて当選をさせていただきま

した。そして千川周門間凍り黒部萌議会議最盛期圏の菟燭因臣をいたしました。無

投票当選だったことを真撃(こ受け止めて、不退転の決意で取り組みます。

【皆さん、幸せですが】
どんな境遇の子どもであろうと将来(こ夢を持ち、大人になったら自立できる

社会にしたいと思っています。その為(こは私たち大人がしっかりしないといけ

ないですし、高齢者の生活もより毘≪ 』で即都制サ醐批判甘穂即と考えていま

す。子どもは私たち大人、私たちは高齢者が未来の姿、鏡です。だとしたら未来の

姿が幸せでなければなりません。

【これからの4年間は】
本市は本年4月より今後10年間の第2次黒部市総合振興計画がスタートしました。

黒部市発展と全市民が幸せであり続けるため(こ、計画どおり実行されているのかチェッ

クと後押しすること。そして今後も「小さな声もしフがり耳を傾け、市政に反映する』

『未来をしっかり見据えて、草鞋も達に品るさと黒部を繋し1てし1く』この2つを常(こ考

えながら、市民に信頼される議員であり続け取り組んでいきたいと思っています。

黒部を未来へつなぐ 成Iiiまきゆき
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1「月「日、改選後の組織議会となる
臨時議会の構成部決まりました。
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【平成与0年6月議会一般質問】

1 。芸能文化の振興について(「布施谷節」の継承存続

が危機的状況にある)
(間)郷土芸能文化の現状認識を伺う。

(答)伝承芸能は、地域の大切な宝だと

思うが、若い世代の担い手への継承が

難しくなってきていると認識している。

騒
白
日

(間)クラブ活動の継続について

学校名 クラブ名 人数 活動 

たかせ小 民謡クラブ 9名 月2回放課後練習、芸術文化祭や地域 
の敬老会等で踊り披露 

鷹施中 
民謡部 11名 地区の敬老会や中学校の文化祭等で披露 

三味線部 体育大会で「布施谷節」を披露 

民謡部、三味線部のどちらの部にも、現在1年生が所属してい

ることから、今後、中学校再編後も継続していく方向で考えている。

また、学校単位ではなく、それぞれの地域の伝統芸能をどのよう

(こ進めればよいのか市全体として検討する必要がある。

(聞)文化財の保存〇滴刷剖関する「地域計画」の籠定蓬o 2。子ども。若者支援について(16歳からの支援が見
(答)保存団体をはじめとする地域の皆様が文化財の活用・継承を えません)
どのよう(こ望まれるか等の意見を踏まえた上で検討したい。

【まきゆきの視点】

人口減少、少子高齢化の影響がこういうところまで
来ています。ふるさと黒部を愛する昔の一人として、
「変わらなければいけないもの」 「変わってはいけない
もの」があると思っています。先人たちから受け継い
だものを私たちの時代で無くす判断をして良いので
しょうか。しっかり次の世代に素晴らしい黒部が残る
ように願います。

(問)中学校卒業後の進路は

(答)平成2 9年市内中学卒業生

卒業生数 高校進学者数 就職者数 進学i就職無し数 

与72名 与68人 1名 う名 

(聞)固聾澱密襲後の支鞍姻

(答)高校入学前(こ中学から高校へ支援が必要な生徒の情報をしっ

かり伝え、その後の状況(こついても常に気にかげ情報を得るよう(こ

I己lがけている。黒部市の未来を担う子ども達の自立(こ向けて、総合

的(こ進めていく必要があるものと考えている。

(間)家族への支援につ即で

(答) ・就学・進路の相談ができる「にこにこ相談会」の相談件数

平成28年度 平成29年度 高校生の相談 

4与件 40件 0件 

・ひきこもり相談

新月i厚生センター 月1回 

(こいかわ若者サポートステーション 個別面談可。就業体験や終活セミナー等も可。 

高校で不登校(こなったり、退学したりした生徒の実数については、

詳細は把握していない。本人や家族が相談できる場所の確保や相談

機会に関する情報提供は重要なことと考えており、関係部局と連携

して支援に努めていく。

(間)子ども9琵琶支接地域協議会を設置しては

(答) 「(こいかわ若者サポートステーション」 「畠山県東部生活自立

支援センター」などの団体により対象となる年齢層がカバーされ、

本人だけでなく家族の支援も行っている。また、団体間の連携も図

られ、必要に応じて保険"福祉"教育との連携も取られており、支

援を必要とする方に対し多様なアプローチがされている。

当面は、これらの相談機関が対象となる方への支援を行い、既存

のネットワークを充実させることが、支援を受ける側にとっても効

某的であると考えている。

(問)青少年の育成につ馴電

(答)本年4月(こは黒都市教育大網を策定した。黒部市の未来を担

う子どもたちの自立に向けてI已l身ともに健康でたくましく明るい夢

と希望を持った青少年の育成に取組む。

【まきゆきの視点】

行政の施策はスポットライトのようなもので、光が
当たっているところは明るいが、その周辺は暗く、支
援が届かない場所になるということ。そこを明るく照
らす春が私たち議員の役目だと思っています。支援す
る現場からの声を届けて、今後も訴え続けていきます。

平成与0年9月議会 新風の会代表質問

1。シティプロモーションとシビックプライドの醸成

について(市の魅力創出と市民としての誇り)
(問)黒部のPRに使用している写真の管理と新規撮影及びドロー

ンによる航空撮影。

(答)写真については、それぞれ市、または民間企業(こおいて、管

理されている。今後、魅力的な写真を発信していきたい。 「ドロー

ンの写真撮影」 (こついて使用する計画はないが今後、活用方法を検

討する。

(問)スマートフォン用ホ回ムページに対する脅えは。

隔醒闇話語_墓聾



(答)昨年度は、約46%がスマートフォンやタブレット端末からの

閲覧となっている。本市ホームページは、

本年度中の更新に向け作業を進めており、

スマートフォン用ホームページについても

対応する。 聞OM電PA亀萱対掻

(間) 「中学生議会」 「こども議会」などは出来ないか。

(答)勉強会、質問検討等、多くの時間を要することもあり、今後

どのような方法が良いか、さらに検討する。

(問)北陸新幹線開業時、 「まっすぐ黒部」のコピーが良く使われて

いたが、今後の誘客向けコピーの考えは。

(答)引き続き「まっすぐ黒部」のロゴマークを活用していく。

(間)本市で行われる大型イベントを一括して紹介できないのか。

(答)本年度中(こ予定しているホームページの更新に合わせインパ

クトや見やすさなどを工夫するととも(こ、本市主催以外のイベント

についても集約することを検討する。

【まきゆきの視点】

一人でも多くの若者が黒部に住んでほしい。良いま
ちだと思ってほしい。その為にはどうすれば良いのか。
そういう思いで質問しました。

2。防災対策について(備えは万全か)
(間)本市でのハザードマップの認知度はどれくらいか。

(苔)数値で示すことは難しいが、取り組みを通じて、認知度の向

上に努めていきたい。

(聞)ハザードマップを知ってもらう、見てもらうため肥州ザード

マップを活用した机上訓練を実施してはどうか。

(筈)今後、市の出前講座においてハザードマップ等を活用した机

上訓練を選択メニューに加えることも検討したい。

(問)防災訓練に参加していない方への防災意識の周知方法と外国

人や町内会未加入善に伝える方法はどうか。

(答)各種イベントへの参画など(こより多くの方の目(こ触れる場所

での展示などを行っていくほか、みら-れテレビなどのメディア(こ

よる周知も図っていきたい。また、外国人への周知については、専

用アプリ(こよる防災情報の提供やハザードマップの多言語化につい

て、今後検討したい。

(間)福祉避難所の設置状況捏今後の取り組∂別こう酬電

(答)現在、 6施設の福祉避難所があり、今後も市内の福祉施設等

(こ福祉避難所として協力してもらえるよう働きかけていきたい。

なお本年、市の防災訓練において-般避難所から福祉避難所で受

け入れる訓練を実施したが、来年度以降も引き続き、福祉避難所と

連携して実践的な受け入れ訓練を実施したい。

また、備蓄品等(こついては、市や施設の備蓄状況を考慮、不足分

の整備を進めていきたい。

【まきゆきの視点】

想定外を少しでも無くすること。防災意識向上とあ
らゆる角度からの準備が市民を災害から守ることに繋
がると考え、質問しました。

⑪翰鶉惑盛能曾

弓。市内外との連携。交流の促進について(フルセッ

ト行政から脱却)
(聞)全国の自治体との連携強化を。

(答)環境が異なる地域との連携により、それぞれの地域の課題解

決(こ結びつけることが可能か検討することも必要と考える。

(間)民間"大学などとの連携を積極的に進めてはどうか。

(答)今後、これまで以上(こ民間企業や大学などとの連携を図り、

新たな発想も取り入れながらまちづくりを進めていきたい。

(問)各種団体の補助金交付に関する今後のあり方に雪は一盲の蕎麦

方は。

(答) 「補助交付金評価シート」を活用し、その評価結果に基づい

て事務事業の改善"見直しを行い予算要求することとしている。

予算化された内容を市民の皆さんへ説明することを通して交付団

体(こおいてもその旨を理解していただくことで、漫然と市の支援を

受けることにならないよう取り組んでいる。

【まきゆきの視点】

人口減で税収が減っていくことから、出来るところ
と連携して、住民福祉の充実に繋げていくことが重要
だと思い質問しました。

4。市内の使われていない土地。建物について
(聞)現在の空き家ランク別の推移・数と課題は。

ランク A B C D(特定空き家) 全空家数 

平成29年1月末 弓9 42 876 51(14) 988 

平成う0年8月末 19(う) 

空き家等のランク状況の調査については、 2021年度に実施を予

定している空き家等対策計画更新の際に市内全域(こおいて行いた

い。課題(こついては、空き家の劣化が進行しないよう適切な管理、

利活用可能な空き家の有効活用であり、市としても、所有者への

意識啓発(こ努めていく。



(問)空き家情報Iiンクの課題と今後の進め方は。認知度を高めて

いくことが課題である。

(答)今年度、 「空き家情報バンク仲介報奨金」制度を創設し、従前

からの「空き家情報バンク活用促進補助金」や「登録空き家リフォー

ム等補助金」制度と合わせて、市ホームページやイベント等で周知

している。また、黒部市立地適正化計画で定めた「居住誘導区域」

内の空き家の所有者に対しても「空き家情報バンク」への登録を促

すダイレクトメールを送付するなど周知している。

(間)貸店舗疇報を市でもPRできないか。

(答)本年1 1月まで(こ「空き店舗情報バンク」を整備し、黒部商

工会議所、市ホームページにおいて公表することとしており、貸店

舗情報(こついて、市や会議所(こ相談があった場合などに活用した

い。

(間)市が管理する公共施設や未利用地旺つ柳で、計画どおり進め

られているか。

(答)当初の利用日的がなくなり、将来的

にも有効活用が見込めない土地については、

処分を進めている。また、 i日施設の跡地に

ついても売却処分を基本とし新たな歳入の

確保に努め、行政サービスへの充当によ

り市民(こ還元していきたい。

【まきゆきの視点】

空き家問題は、まちづくりの大きな課題。住みやす
いまちか住みたいまちに害そのためには、公共施設や
未利用地の利活用も含めて本市まちづくりのデザイン
を考えなければいけないと思います。

璃囲虚

5。市政運営について
(問)本市の運営についての考え方を。

(答) 「選択と集中」を更(こ一歩進化させて「選択の中の選択」 (こ

より、地域の活力創出(こつながる投資も着実に行っていきたい。

市長公約である「健やか」 「展やか」 「朗らか」黒部の創造に向

けた取組については、既存の施策、事業の妥当性、有効性、効率性

を改めて検証した上で、緊急度が高いと判断したものから順次、 「選

択の中の選択」、 「組み換え」による重点化を進め、予算へ反映さ

せていきたい。

新川地域介護保険・十〇7iルテレビ事業組合誌金

平成る0年8月定例会

1 。第7期介護保険事業計画の実態調査について
(間)実態調査から①訪問型サービス、②配怠サービス、③後見人制

度などが三国ズと考えることから、それを硯の刷爛瀕潟憾

サービス名 平成29年度月平均 支出額 

訪問介護サービス 477名 うう7,256,290円 

生活援助が中l亡1となる要支援、 
2うう名 与う′う47,1う7円 介護予防、生活支援サービス 

事業対象者 

配食サービス 延人数24,122名 10,う72,049円 

(間)介護蕾の飼鞋謹減のた塊にサービスをもっと周知を

(答)介護を必要とされる方(こ十分な情報が提供されるよう体制を

整えていきたい。

2 。介護職員確保について

(問)将来の介護人材の裾野を広げていくための認知症サボ一夕

(答)養成講座の受講者を増やすこと。特に児童生徒であり、現在

の児童生徒の受講状況はどうか。

構成市町村名 開催数 受講者数(児童生徒数) 

黒部市 18回 508人(157人) 

入善町 11回 うら〇人(197人) 

朝日町 6回 119人(〇人) 

(間)人材育成の場の提供と潜在的有資格善へのアプローチは

(答)研修を受けやすくし、資格取得を進めることで、職員の人材

育成、スキルアップを図りたいと考えている。

市として介護有資格者データはないが、県では昨年度から、 「潜

在介護福祉士再就業促進事業」に取り組んでおり、退職された介護

福祉士を対象とした実態調査や届出制度のリーフレットの配布等周

知に努めている。当組合としても、県と協力し、復職へ向けた取組

を行っていきたい。

(問)醍寵の兜国英の饗岬熱柵滅溺連蓄えを揃う。

(答) 「外国人技能実習制度」による受け入れ(こついては、入国時に、

-定程度の日本話力を課している事から、全国的にみて低調な状態

となっている。

外国人の実習生が増えていく可能性は十分(こあると考えられ、先

進事例を参考にするなど、今後事業者において検討していただく必

要がある。

【まきゆきの視点】

「人材確保なくして社会保障の維持なし」
危機感を持って取り組んでいかなければと考えていま
す。

億講読蒜驚さい圃



まきゆき見聞録(平胱0年4月へ10月)
素晴らしい人・事"物を求めて全国各地にお邪魔。

平成30年10月28日

ねむの木学園 創立50周年記念 運闘翁
ねむの木学園は昭和4う年に日本初の肢体不自由児のため

の養護施設を女優でもある宮城まり子先生が設立した学園で
す。

その静岡県掛川市にある「ねむの木学園」の運動会(ここ緑

があってボランティアスタッフとして参加してきました。全

国各地から千人を超える方々が来場される大きなイベント

で、 10時45分(こ開会し15時閉会まで-つの公演のような

今まで見たことがない素晴らしいものでした。私の主な仕事

として、来賓駐車場整理、来場者(こ記念品配布、終了後に会

場後片付け。来場された方々は皆さん終始笑顔。お帰りの際

(こは皆さん、 「ありがとう」 「お世話になりました」と私たち

にも声を掛けていただき、参加して良かったとI已lの底から思

えた運動会でした。特(こ運動会最後に「やさしくね やさし

くね やさしいことは強いのよ♪」と来場者全員での歌声は

l己1まで響きました。

ねむの木学園 宮城まつ子先生と

会場いっぱいの来場者 運動会競技

平成与0年7月1之日
ふじよう与えん 視繋
テレビ番組「情熱大陸」等さまざまなテレビ・マスコミ等

で世界から注目を集めている東京都立川市にある園児約650

名が通う幼稚園です。その幼椎園の加藤園長とはNPO全国元

気まちづくり機構という団体で知り合い10数年のお付き合い

ですが今回初めてお邪魔することができました。

園内はあえて不便にするなど、いたる所に子供が成長する
工夫があり、子供の独自性、独立性を大切(こ育てるという方

法のモンテッソーリ教育を実践しています。

例えば、

①玄関のスリッパが置いてある場所にテンプレート

②園庭に設置された水道蛇口をひねると自分の足に水が掛か
る、流し台のない水道

③教室の照明は電気の仕組みを体験できるように紐を引っ
張って点灯させる裸電球

④わざと隣の部屋の声が聴こえるようなオープンの

部屋など、見て聴いて驚きの連続の時間でした。

職員室の正面の園長先生 屋上でかけつこ

平成50年7月11国

のざわデットーひるはi縄擾
今回、親交のあるデットーひろばの元代表である広言敦子

氏(目黒区議会議員)より、お声をかけていただき視察して
きました。

のざわテツトーひろ(訓ま、世田谷区野沢(こあるプレーパー

クと呼ばれる子どもたちが外遊びできる場所です。

木登り"水遊び"泥んこ遊びに焚き火等、やってみたいこと

が出来る場所で、本当の危険から身を守るためには危ないこ

と、ケガする経験も大切だという考え方から運営されていま

す。広場にはプレリーダーと呼ばれる大人が常彊し、楽しく
安全(こ遊べるよう(こ、また、親子が安l己lして過ごせるような

居l已1地の良い場所を整備するほか、地域の人達が共に自然(こ

支えあうよう(こ関係づくりをコーディネートしてくれます。

全国(こはこういったプレーIi一クと呼ばれる遊び場が都会

を中I已l(こ2う0か所運営されています。 (NP〇日本冒険遊び場

づくり協会HPより)しかしながら、畠山県内(こは現在ありま

せん。 「近年、子ども達が外で遊ぶ姿が見られなくなった」と

よく耳(こします。黒部市にもこういった場所があると良いな

と思いました。

正面より 滑り台と大きな木

語呂語呂画調国語語



田圃関目副問開園堀田聞画閥問罪口幅
これからの黒部市をどのようなまちにしていくかという「まちづくり」

の基本的な指針となる重要な計画で、市の最上位計画に位置付けられて

います。

この計画は2027年度まで10年間の基本構想、前期と後期5年間に

分けて基本計画と実施計画を策定。ローリング方式で毎年見直しを行い

ながら、計画的、効率的な施策の展開を図っていきます。

(仮称)くるへ市民交流甘γ中書
旧市役所跡地(こ図書館、子育て支援センター、

働く婦人の家、三日市公民館等を複合
2019年度まで基本設計、実施設計

2020年度から工事

2022年度末開館予定

道の駅「(仮称)くるへ」
国道8号線の黒部市総合公園南側(こ設置

2018年度から基礎工事等

2019年度から施設建築工事

2021年度オープン予定

宇奈月消防庁舎・・・旧宇奈月庁舎に

市民廿臆ビスセγ甲賀と併設
現在工事中で2019年1月から運用開始予定

統合中学校
市内4校を2校(こ統合し清明中は高志野中、明峰中は桜井中の校舎を使用
2020年4月開校 清明中学校(高志野"鷹施)、明峰中学校(宇奈月"桜井)

KENBUNROKU


